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第482回  
定例会 

2ふくさき議会だより　第149号 

12月定例会  

補正予算を可決 補正予算を可決 補正予算を可決 補正予算を可決 
撤去支援事業補助金など 

　
12
月
定
例
会
は
12
月
7
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

や
、
各
種
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
17
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
民
生
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
か
ら
意
見
書
案
1
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
一
般
質
問
は
12
月
18
日
、
12
月
19
日
に
行
わ
れ
、
6
議
員
が
町
政
全
般
に
わ

た
り
質
問
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
小
学
1
・
2
年
生
と
中
学
3
年
生
の
普
通
教
室
へ

の
空
調
設
備
設
置
の
設
計
予
算
を
計
上
し
、
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

予
算
補
正
に
よ
り
設
計
予
算
を
増
額
し
、
新
た
に
設
置
工
事
の
た
め
の
予
算
を

追
加
し
ま
し
た
。
 

空調設備整備関連（町内の小学校・中学校） 

（工事費、設計委託料等） 
 

文珠荘外壁・屋上修繕費（工事費等） 

危険ブロック塀等撤去支援事業補助金 

駅前妖怪装置設置関連工事費（追加分） 

4億1120万円 

 

4000万円 

300万円 

940万円 

補正予算の主な内容 

議
員
 

　
い
つ
ご
ろ
の
設
置
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
 

 学
校
教
育
課
長
　
 

　
夏
ま
で
の
設
置
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

で
同
様
の
動
き
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
夏
に
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
 

議
員
 

　
対
象
と
な
る
教
室
数
は
。
 

 学
校
教
育
課
長
　
 

　
中
学
校
2
校
と
小
学
校

4
校
の
合
計
で
78
教
室
で

す
。
 

 議
員
 

　
低
層
の
教
室
と
高
層
の

教
室
で
は
体
感
温
度
も
異

な
る
。
各
教
室
に
温
度
計

を
設
置
し
て
温
度
管
理
を

す
べ
き
で
は
。
 

 教
育
長
　
 

　
暖
房
に
関
し
て
は
各
教

室
に
温
度
計
を
設
置
し
て

温
度
管
理
を
す
る
と
い
う

校
内
規
定
を
作
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
規
定
に

基
づ
い
て
温
度
管
理
は
さ

れ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
教
室
内
の
温
度
管
理
に

お
い
て
、
窓
の
部
分
の
影

響
は
大
き
い
。
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
、
遮
熱

に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

 学
校
教
育
課
長
　
 

　
全
て
に
対
応
し
よ
う
と

す
れ
ば
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
窓

に
つ
い
て
は
今
後
の
長
寿

命
化
改
良
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
 

小
・
中
学
校
の
全
普
通
教
室
と
 

　
特
別
支
援
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
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4億9340万円の 4億9340万円の 4億9340万円の 4億9340万円の 

19 ふくさき議会だより　第148号 3 ふくさき議会だより　第149号 

学校空調設備整備工事・文珠荘修繕費・危険ブロック塀等 

12月定例会  

議
員
 

　
工
期
は
い
つ
ま
で
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。
 

 健
康
福
祉
課
長
　
 

　
工
期
は
平
成
31
年
3
月

末
ま
で
で
す
。
 

 

議
員
 

　
今
後
の
計
画
は
。
大
規

模
改
修
も
必
要
で
は
。
 

 健
康
福
祉
課
長
　
 

　
経
年
劣
化
に
よ
り
傷
ん

で
い
る
箇
所
は
多
い
の
で

す
が
、
改
修
工
事
の
財
源

は
町
の
一
般
財
源
と
な
る

た
め
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
計
画
的
な
修
繕
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

  

文
珠
荘
の
外
壁
と
屋
上
を
改
修
 

議
員
 

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤

去
支
援
事
業
補
助
金
は
ど

の
程
度
の
件
数
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。
 

 ま
ち
づ
く
り
課
長
　
 

　
１
件
あ
た
り
最
大
20
万

円
の
補
助
と
な
り
、
今
回

の
補
正
予
算
で
は
15
件
の

申
請
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
対
象
物
件
の
把
握
は
で

き
て
い
る
の
か
。
 

 ま
ち
づ
く
り
課
長
　
 

　
通
学
路
に
あ
る
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
は
町
内
で
31

箇
所
で
す
が
、
町
内
全
体

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。
 

 議
員
 

　
個
人
の
負
担
割
合
は
。
 

 

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
 

　
対
象
工
事
費
の
う
ち
、

国
が
3
分
の
1
、
県
と
町

が
6
分
の
1
ず
つ
、
個
人

の
負
担
は
3
分
の
1
で
す
。
 

（
30
万
円
以
下
の
場
合
）
 

 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
一
部
補
助
 

厚さ 

根入れ 

控え壁 

高さ 

ひび割れ 

鉄筋 

図は国土交通省HPから引用 

危険なブロック塀 

1. 高さが2.2mを超えている 

2. 厚さが10㎝以下 
　（高さ2m以上なら15㎝以下） 

3. 控え壁がない 
　（高さが1.2mを超える場合） 

4. コンクリートの基礎がない 

5. 傾き、ひび割れがある 

6. 鉄筋が入っていない 
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福崎駅 

福崎駅前 
観光交流センター 

交通広場 

交流広場 

福崎駅前広場 
みなと銀行 
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12月定例会  

及び管理に関する条例を制定 及び管理に関する条例を制定 及び管理に関する条例を制定 及び管理に関する条例を制定 
議
員
 

　
指
定
管
理
者
と
の
契
約

期
間
は
何
年
く
ら
い
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
 

 地
域
振
興
課
長
　
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
5
年

程
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
 

 技
監
　
 

　
2
つ
の
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
は
公
共
性
が
高
く
、

町
が
運
営
し
た
場
合
で
も

人
件
費
、
維
持
管
理
費
等

は
発
生
す
る
た
め
、
指
定

管
理
料
で
の
対
応
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
 

　
大
庄
屋
三
木
家
の
主
屋

以
外
の
部
分
と
　
川
界
隈

歴
史
・
文
化
館
（
旧
　
川

郵
便
局
）
は
宿
泊
業
が
メ

イ
ン
に
な
り
ま
す
の
で
、

指
定
管
理
料
は
ゼ
ロ
、
自

主
運
営
を
基
本
と
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

   議
員
 

　
交
流
広
場
で
集
会
、
演

説
、
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
催
し
等
を
す
る
場
合

の
利
用
料
金
の
考
え
方
は
。
 

 ま
ち
づ
く
り
課
長
　
 

　
交
流
広
場
の
面
積
は
2
 

0
3
0
㎡
で
、
さ
る
び
あ

ド
ー
ム
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

営
利
目
的
で
さ
る
び
あ
ド

ー
ム
全
体
を
借
り
た
時
の

料
金
が
1
日
2
万
円
で
す

の
で
、
交
流
広
場
も
同
じ

基
準
と
し
て
い
ま
す
。
一

部
を
借
り
る
場
合
は
10
㎡

あ
た
り
1
0
0
円
と
し
、

1
件
あ
た
り
の
最
低
利
用

料
金
は
千
円
と
し
て
い
ま

す
。
 

 議
員
 

　
指
定
管
理
者
に
管
理
さ

せ
る
の
は
交
流
広
場
だ
け

か
。
交
通
広
場
は
ど
う
す

る
の
か
。
 

 

技
監
　
 

　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
と

交
流
広
場
は
一
体
の
も
の

で
す
の
で
指
定
管
理
者
に

一
体
的
に
運
営
さ
せ
る
方

が
よ
り
充
実
し
た
運
営
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
交
通
広

場
は
道
路
と
し
て
の
利
用

形
態
で
す
の
で
、
町
が
管

理
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
 

 議
員
 

　
歩
道
上
で
の
ラ
イ
ブ
演

奏
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
考
え

ら
れ
る
が
、
届
け
出
の
有

無
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

 ま
ち
づ
く
り
課
長
　
 

　
ラ
イ
ブ
演
奏
は
交
流
広

場
で
、
面
積
に
応
じ
て
利

用
料
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
駅
前
広
場
の
歩
道
上

で
の
宣
伝
カ
ー
を
用
い
な

い
街
頭
演
説
、
ビ
ラ
配
り

に
つ
い
て
は
、
歩
行
者
の

通
行
を
著
し
く
妨
げ
な
い

範
囲
で
あ
れ
ば
許
可
は
不

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

駅
前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

駅
前
広
場 

指定管理の範囲… �



12月定例会  

5 ふくさき議会だより　第149号 

町
道
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線

 

議
員
 

　
主
屋
以
外
の
文
化
財
を

含
む
部
分
で
宿
泊
等
の
事

業
を
指
定
管
理
者
が
行
う

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
の
改
修
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
 

 社
会
教
育
課
長
　
 

　
宿
泊
施
設
と
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
利
用
し
た
い
と

の
提
案
で
す
が
、
県
の
指

定
文
化
財
で
す
の
で
、
今

後
、
県
の
文
化
財
課
等
と

の
協
議
が
必
要
で
す
。
許

可
な
く
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 議
員
 

　
指
定
管
理
者
が
運
営
し

て
赤
字
が
出
た
場
合
は
町

が
負
担
す
る
の
か
。
 

 社
会
教
育
課
長
　
 

　
町
は
負
担
を
し
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
者
の
経
営
努
力

で
経
営
改
善
が
は
か
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

議
員
 

　
三
木
家
は
敷
地
全
体
が

文
化
財
と
し
て
の
意
味
合

い
を
持
つ
。
将
来
に
わ
た

っ
て
、
希
望
す
る
人
は
、

宿
泊
や
飲
食
等
を
し
な
く

て
も
主
屋
以
外
の
部
分
を

見
学
で
き
る
の
か
。
 

 社
会
教
育
課
長
　
 

　
詳
細
な
部
分
は
検
討
中

で
す
が
、
見
学
者
が
主
屋

以
外
の
部
分
に
立
ち
入
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
 

議
員
 

　
開
館
時
間
を
10
時
か
ら

18
時
ま
で
と
し
て
い
る
が
、

観
光
客
の
利
用
を
考
慮
す

る
と
早
め
に
開
館
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
。
 

 技
監
　
 

　
規
則
で
は
、
指
定
管
理

者
が
必
要
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

開
館
時
間
を
長
く
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
維
持
管
理
経
費

は
か
か
り
ま
す
の
で
、
慎

重
な
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

 議
員
 

　
ト
イ
レ
は
24
時
間
使
用

で
き
る
の
か
。
 

 技
監
　
 

　
　
川
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
に
は
道
の
駅
の
機
能
を

持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、

24
時
間
使
用
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

議
員
 

　
開
館
時
間
は
終
日
、
無

休
と
な
っ
て
い
る
。
　
川

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開

い
て
い
な
い
時
間
帯
の
観

光
の
問
い
合
わ
せ
に
は
対

応
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

他
市
町
で
も
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

窓
口
が
役
場
の
平
日
の
開

庁
時
間
と
い
う
例
が
あ
る
。
 技
監
　
 

　
観
光
情
報
の
提
供
は
あ

く
ま
で
も
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
で
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー 

大
庄
屋
三
木
家
住
宅 

　
川
界
隈
歴
史
・
文
化
館 

（
旧
　
川
郵
便
局
） 

三木家住宅の管理範囲 
主屋（教育委員会管理） 主屋以外（指定管理者管理） 
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各施設の設置 各施設の設置 各施設の設置 各施設の設置 
駅前観光交流センター 
駅前広場 
　川観光交流センター 
　川界隈歴史・文化館 
大庄屋三木家住宅 
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未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
て
寡
婦
等
と
の
不

均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、

福
祉
医
療
に
お
け
る
市
町

村
民
税
所
得
割
額
の
算
定

等
に
お
い
て
、
未
婚
の
ひ

と
り
親
を
地
方
税
法
上
の

寡
婦
、
ま
た
は
寡
夫
と
み

な
し
て
税
額
を
計
算
す
る

も
の
。
 

 議
員
 

　
条
例
施
行
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。
 健

康
福
祉
課
長
　
 

　
福
崎
町
は
す
で
に
全
て

の
方
に
町
単
独
事
業
で
助

成
を
し
て
お
り
ま
す
の
で

大
き
く
は
影
響
し
ま
せ
ん

が
、
重
度
障
害
者
の
方
に

つ
い
て
は
影
響
が
あ
り
ま
す
。
 

 議
員
 

　
対
象
者
の
把
握
は
で
き

て
い
る
の
か
。
 

 健
康
福
祉
課
長
　
 

　
戸
籍
を
調
べ
な
い
と
把

握
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の

権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
把
握
は
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
対
象
者
自
ら
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
丁
寧
な
周

知
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
 

福
祉
医
療
費
助
成
条
例
を
改
正
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
 

 
尾
上
定
信
氏
の
再
任
に
同
意
 

　固定資産課税台帳に登録された評
価額に対する不服申し立てがあった
場合に評価額の審査、決定を行いま
す。 
　町長が議会の同意を得て任命しま
す。非常勤で、任期は3年です。 

　近年、全国的に豪雨や地震による大規模災害が頻発している。さらに、
南海トラフ地震の発生確率が70～80％に引き上げられるなど、大規模災
害はいつ起きてもおかしくない状況にあり、防災・減災に対する取り組み、
特に「事前防災」と言われる取り組みを急ぐ必要がある。 
　災害被害の軽減、災害後の経済活動の迅速な復旧につながる「事前防災」
の取り組みをより一層強力に進めるため、県議会と歩調を合わせ、意見書
を提出する必要がある。 

固定資産評価審査委員会委員とは 
豆 

識 
知 

婚姻によらないで生まれた子
を持つひとり親。 

未婚のひとり親家庭とは 

配偶者と離別または死別し、
再婚していない独身者のこと。 

寡婦等とは 

豆 
識 

知 

住
 
所
 

　
福
崎
町
大
貫
 

 任
 
期
 

　
平
成
30
年
12
月
20
日
か
ら

　
3
年
間
 

防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等 
具体的な対策を求める意見書を提出 

民生まちづくり 
常任委員長 
前川　裕量 

１．発生確率が高まる南海トラフ地震や山崎

断層帯地震などの大規模地震に備えた 

　　「事前防災」の観点から、対策に必要と

なる予算措置を講ずること。 

２．平成30年 7 月豪雨、台風第21号など、激

甚化・多発化する災害を踏まえ、防災事

業を計画的に実施していくため、治水対

策、土砂災害対策、道路防災対策等に必

要な予算措置を講ずること。 

３．災害時の機能保全、安全性確保の観点か

らも、社会基盤施設の老朽化対策や適正

な維持管理に必要な予算措置を講ずるこ

と。 

４．「国難」をもたらす巨大災害に備え、発

災後の救援支援活動への支障や社会経済

活動の機能不全などを回避するために必

要となる強靭な道路ネットワークの整備

を促進すること。 

〈意見書要旨〉 
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議案第56号 

議案第57号 

議案第58号 

議案第59号 

議案第60号 

議案第61号 

議案第62号 

議案第63号 

議案第64号 

議案第65号 

議案第66号 

議案第67号 

議案第68号 

議案第69号 

議案第70号 

議案第71号 

議案第72号 

 

意見書案第1号 

 

福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任 

 

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関する条例の制定 

福崎町　川観光交流センターの設置及び管理に関する条例の制定 

福崎町　川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例の制定 

大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定 

福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

平成30年度 福崎町一般会計補正予算（第2号） 

平成30年度 福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成30年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 

平成30年度 福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成30年度 福崎町水道事業会計補正予算（第1号） 

平成30年度 福崎町工業用水道事業会計補正予算（第1号） 

平成30年度 福崎町下水道事業会計補正予算（第1号） 

福崎町道路線の廃止及び認定 

審議結果 

賛成全員  同意 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成全員  可決

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成全員  可決 

（町長提案分） 

　（委員会提案分） 

第482回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

番　号 件　　　　　　　名 

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議会議員の 
議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 

防災・減災に資するインフラ整備促進のための財源確保等具体的な対策を 
求める意見書 
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12月定例会  

注1 「〇」は出席、「欠」は欠席です。 

注2  委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 

注3  高井議長は、総務文教常任委員会以外の委員会にはオブザーバーとして出席します。 

本会議1日目（12月7日） 

本会議2日目（12月10日） 

総務文教常任委員会（12月11日） 

民生まちづくり常任委員会（12月12日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（12月13日） 

ごみ処理計画検討特別委員会（12月13日） 

議会運営委員会（12月13日） 

本会議3日目（12月18日） 

本会議4日目（12月19日） 

議会運営委員会（12月19日） 

本会議5日目（12月20日） 
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総務文教常任委員会（10月23日） 

民生まちづくり常任委員会（10月24日） 

議会運営委員会（11月15日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（11月15日） 

総務文教常任委員会（11月27日） 

民生まちづくり常任委員会（11月28日） 

議会運営委員会（11月30日） 

福崎駅周辺整備対策特別委員会（11月30日） 

議会広報常任委員会（12月20日） 

議会広報常任委員会（12月27日） 

議会運営委員会（1月15日） 

議会広報常任委員会（1月21日） 

議会広報常任委員会（1月28日） 

議会広報常任委員会（1月30日） 
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＊定例会の出席状況＊ 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 
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会 議 名  
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学校施設等長寿命化計画策定に向けて 学校施設等長寿命化計画策定に向けて 学校施設等長寿命化計画策定に向けて 

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

　福崎町の教育関連施設（小学校4校、中学校
2校、認定こども園4園及び給食共同調理セン
ター1施設）は、昭和40・50年代に建設され
た建物が多く、耐震化の対応はされていますが、
建物自体の老朽化が進み、大規模な改修が必要
な状況となっています。 
　とりわけ学校施設は、子どもたちが集い、学
び、生活する場であるだけでなく、地域の方々
にとっても地域コミュニティの場であり、災害
時には防災拠点や避難所としての役割を担う重

要な施設です。 
　各学校とも経過年数に応じた劣化が見られ、
一部の施設には、屋上防水シートのはがれや外
壁の塗膜のはがれ、鉄部の腐食等、早急に対策
が必要な箇所もあります。 
　このため、学校施設等の維持管理・更新を計
画的、かつコストの削減と平準化を図りながら
進めるため、「学校施設等長寿命化計画」の策
定を目指しています。 

　現在、コンサルタントに調査・設計の業務を
委託すると共に、議会議員、教育委員会委員、
校長会やＰＴＡの代表を委員とし、副町長を委
員長とする「学校施設等長寿命化検討委員会」
が設けられ、計画策定に向けた協議が進められ
ています。 

　平成29年度は1,100件、4,000万円を超え
る寄附がありましたが、平成30年度は10月末
現在で243件、680万円余りと大きく減少し
ています。 
　これは、「返礼は寄附の3割以内で、資産性
のある物・高額品の廃止」「地場産品に限る」

という総務大臣の通知による影響とのことです。 
　福崎町の魅力をよりアピールするため、新た
に妖怪プラモデル、陶製の花器等が返礼品に加
えられました。 
 

�������
�������
QQQQQQQ
QQQQQQQ
�������
�������

ふるさと応援寄附金 

天狗のプラモデル（完成品） 陶製の花器 

【学校施設の目指すべき方向】 

第 1 　「安全・安心であること」 
第 2　教育環境の質的向上 
第 3　地域の拠点化 
第 4　計画的・効率的な施設改修 
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危険ブロック塀等撤去助成事業 創設 危険ブロック塀等撤去助成事業 創設 危険ブロック塀等撤去助成事業 創設 

　大阪府北部を震源とする地震によるブロック
塀の倒壊事故を教訓とし、地域住民の避難経路
を確保するため、危険なブロック塀等の撤去に
要する費用について補助を行う制度が創設され
たとの報告を受けました。 
　補助対象となるのは危険ブロック塀等の全部
を撤去する工事についてのみで、その後、新築
するなどの工事については対象外となります。 
　悲惨な事故が繰り返し起こらないよう、制度
の周知により危険箇所が減少することを願って
います。 

　※以下の全てに該当する必要があります。 

・個人住宅等にあるコンクリートブロック塀、
れんが造や石造の塀 

・道に面しているもの 
（専用通路や敷地内の通路を除く） 

・高さ80㎝を超えるもので、建築基準法に適
合しない項目があるもの、その他老朽化及び
損傷により町長が危険と認めるもの 

対象工事費の2／3の金額、かつ限度額20万円のどちらか低い額 
（補助金額の例：35万円の工事の場合20万円、15万円の工事の場合10万円）

対象となる危険ブロック塀等 

個人住宅への補助金の額 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
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中
間
管
理
機
構
に
よ
る
 

　
　
　
農
地
集
積
の
取
り
組
み
は
 

行
政
視
察
報
告
 

今
後
に
向
け
て
 

　
農
地
中
間
管
理
機
構
及
び
6
次
産

業
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
委
員

会
と
し
て
の
見
識
を
深
め
る
た
め
、

11
月
1
日
か
ら
11
月
2
日
に
山
口
県

長
門
市
と
山
口
県
萩
市
を
行
政
視
察

し
ま
し
た
。
 

　
山
口
県
長
門
市
は
、
農
地
の
利
用

集
積
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、

「
一
市
一
農
場
」
構
想
を
掲
げ
て
農

地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
積

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
へ
の
育
成
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
地
集
積
及
び
6
次
産
業
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
 

　
山
口
県
萩
市
は
、
農
産
物
の
生
産

体
制
の
強
化
と
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
経
営
体
づ
く
り
の
た
め
に
集
落
営

農
法
人
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
て
お
り
、
集
落
営
農
の
法

人
化
及
び
6
次
産
業
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
と
し
て
は
、

視
察
で
得
た
成
果
を

活
か
し
、
福
崎
町
の

農
業
の
活
性
化
に
資

す
る
た
め
、
行
政
と

と
も
に
様
々
な
知
恵

を
絞
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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　かねてから福崎駅前の信号設置については要

望を行っているところですが、公安委員会から

は「完成後の状況を見て判断する」との回答を

受けているとのことです。しかし、完成を待た

なくても交通量が多いのは明らかであるため、

交通量調査を実施し、信号設置の要望を強化し

ていくとの報告を受けました。 

　福崎駅前は大型工事が続いており、住民の安

全の観点から信号設置は不可欠であると考えて

います。委員会としても引き続き信号設置の要

望を続けていきます。 

交通量調査を実施 

　福崎駅周辺整備事業は、全体としては順調に

進捗しているが、一部工事において工期変更が

生じたとの報告を受けました。 

　平成30年度に相次いだ台風被害などの自然

災害により資材の調達に難航したことなどから、

　川観光交流センターの完成時期については2

カ月程度遅れ、平成31年3月末となるとのこ

とです。 

ごみ処理施設候補地の公募結果 
（5/1～9/30までの期間） 

福崎町1地区 
市川町1地区 

 
神崎郡ごみ処理施設建設用地選定委員会の

正副委員長選出 
委員長 
　兵庫県立大学環境人間学部教授　山村　充氏 
副委員長 
　姫路土木事務所まちづくり参事　植田吉則氏 

　自然災害発生リスク、敷地の状況の把握

と候補地の現況、施設建設のための財政、

周辺環境の評価項目等について協議し、応

募があった2か所、各町から抽出した建設

可能地3か所の計5か所の候補地を現地確

認されました。平成30年度末をめどに、

中播北部行政事務組合管理者及び神崎郡の

各町長へ評価結果を報告するとのことです。

 

・福崎駅前交通広場　　　　　　　3月末 

・福崎駅前交流広場　　　　　　　8月中旬 

・福崎駅前観光交流センター　　　3月末 

・　川観光交流センター　　　　　3月末 

工事の進捗状況は 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

主要工事の完成予定 

信号設置の要望を強化 信号設置の要望を強化 信号設置の要望を強化 

神崎郡次期ごみ処理計画検討委員会の進捗状況 神崎郡次期ごみ処理計画検討委員会の進捗状況 神崎郡次期ごみ処理計画検討委員会の進捗状況 
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11月臨時会  

第481回臨時会は11月15日に招集されま
した。 
　今臨時会では、議会の委任による専決処分
の報告について（車両の物損事故にかかる損

害賠償の額を定め和解すること）と工事請負
契約についてなど、議案3件の審議を行いま
した。 

工事名称 
　町営住宅駅前団地建替工事 
契約金額 
　4億2444万円 
工期 
　10月31日まで 

契約の相手 
　平錦建設株式会社（姫路市） 

工事名称 
　新町大井堰災害復旧工事 
契約金額 
　9180万円 
工期 
　3月29日まで 
契約の相手 
　株式会社平野組（姫路市） 

第481回 臨時会 

ふくさき議会だより　第149号 

第481回 福崎町議会臨時会提出議案と審議結果 

工事請負契約について 

注1　「〇」は出席です。 

臨時会（11月15日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

出
席
の
 

状
況
 

＊出席状況＊ 

 

報告第 9 号 

議案第54号 

議案第55号 

 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

工事請負契約（町営住宅駅前団地建替工事） 

工事請負契約（新町大井堰災害復旧工事（1001/025・1002/025）） 

審議結果 

報告及び質疑 

賛成全員  可決 

（町長提案分） 

番　号 件　　　　　　名 

完成予想図 被災した新町大井堰 
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一般質問  

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こ
し「議会だより」に掲載しています。 

一般質問 

①橋本町政について 

②自治会への補助金、交付金について 

③人口減少時代の起債について 

①福崎駅周辺整備事業及び関連事業について 

②まちづくりについて 

③前回の質問について 

①消防団の活動について 

②福崎町防災マップについて 

③県道中寺北条線について 

④学校教育について 

①インフルエンザの予防接種について 

②子宮ガン検診受診率をあげるために 

③一人親世帯への支援策について 

④暑さ対策について 

※当日病欠のため、一般質問は行われませんでした。 

①歩道整備について 

②交通安全、防犯対策について 

③前回質問事項について 

①福崎駅周辺整備について 

②防災対策について 

③人口維持対策について 

④上下水道事業について 

①太陽光発電施設建設について 

②道路行政について 

③教育と子育て支援について 

④農林業政策について 

⑤来年度予算編成について 

三 輪 一 朝  

牛 尾 雅 一  

城 谷 英 之  

木村いづみ 

石 野 光 市  

北 山 孝 彦  

小 林 　 博  

通 告 の 内 容 　 　 　 　  
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一般質問  

問
　
町
長
は
4
年
間
の
任

期
最
終
年
を
迎
え
ら
れ
る

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
選
択
と
集
中
が
求
め

ら
れ
る
行
政
需
要
の
も
と

で
、
新
年
度
予
算
に
ど
う

反
映
す
る
の
か
。
 

 　

町
長
 

　
現
在
、
国
・
県
で
新
年

度
予
算
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
向
性
を
見
な
が
ら

本
町
の
新
年
度
予
算
に
反

映
し
た
い
。
ま
た
、
金
融

機
関
、
商
工
会
、
市
川
町
、

神
河
町
な
ど
と
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
本
町
の

み
で
な
く
神
崎
郡
3
町
の

個
々
の
役
割
を
検
討
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

問
　
町
か
ら
各
自
治
会
へ

の
補
助
金
、
交
付
金
が
支

出
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
。
 

　
制
度
の
う
ち
、
自
治
会

ご
と
の
人
口
、
戸
数
規
模

に
考
慮
し
た
補
助
金
、
交

付
金
の
支
出
体
系
で
な
い

も
の
は
、
小
規
模
自
治
会

ほ
ど
1
戸
当
た
り
の
住
民

負
担
額
が
大
き
く
、
大
規

模
自
治
会
は
小
さ
く
な
っ

て
い
る
が
、
自
治
会
ご
と

の
1
戸
当
た
り
の
住
民
負

担
の
差
異
が
大
き
い
制
度

に
つ
い
て
、
差
異
を
小
さ

く
す
る
制
度
改
定
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。
 

 　

町
長
 

　
区
長
会
等
と
調
整
し
、

よ
り
良
い
方
向
が
出
て
く

れ
ば
採
用
し
て
い
き
た
い
。
 

三 輪 一 朝  

橋
本
町
長
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
 

新
年
度
予
算
を
ど
う
す
る
の
か
 

　
国
・
県
の
新
年
度
予
算
を
見
な
が
ら
本
町
に
反
映
し
た
い
 

ふくさき議会だより　第149号 

任
期
最
終
年
の

任
期
最
終
年
の 

橋
本
町
政
に
つ
い
て

橋
本
町
政
に
つ
い
て 

任
期
最
終
年
の 

橋
本
町
政
に
つ
い
て 

自
治
会
へ
の
補
助
金
、

自
治
会
へ
の
補
助
金
、 

交
付
金
に
つ
い
て

交
付
金
に
つ
い
て 

自
治
会
へ
の
補
助
金
、 

交
付
金
に
つ
い
て 

福崎町の補助金・交付金の例 福崎町の補助金・交付金の例 

1「公民館の新築および増改築」補助金：人口戸数規模対応型 
　建屋規模は各自治会で選択でき、建屋規模≒自治会戸数規模と考えられる。 

　建屋面積により補助額が変化するので、自治会ごとの１戸当たり住民負担が均平化する

構図。（補助額は最大500万円） 

2「自律（立）のまちづくり」交付金：人口戸数規模対応型 
　自治会戸数規模に応じて交付される他、一律額、均等割額がある。 

　少人口自治会に手厚い制度設計。 

3「消防用小型動力ポンプ＋軽四積載車」整備補助金：人口戸数規模非対応型 
　補助額最大：事業費の1/3＋75万円 

自治会は半額程度となる200万円程度を負担。 

　ア）自治会規模に関わらず、小型動力ポンプ＋軽四積載車の採用が多いこと 

　イ）小型動力ポンプ＋軽四積載車から他の器材への選択の幅が小さいこと 

　ウ）器材自体の価額幅が小さいこと 

などの要素により、結果的に自治会規模の小さい自治会ほど１戸当たりの負担が重い。 

例えば300戸と100戸の自治会では、１戸当たりの負担の開きが３倍。 

基本事業 

一律30,000円 

自由事業  

均等割4割 

 

世帯数割6割 
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問
　
今
夏
の
猛
暑
日
に
お

け
る
愛
知
県
で
の
小
学
生

男
児
の
熱
中
症
事
故
を
受

け
、
町
内
の
児
童
・
生
徒

及
び
そ
の
家
族
は
も
ち
ろ

ん
、
早
急
な
エ
ア
コ
ン
設

置
を
求
め
る
声
が
全
国
的

に
大
き
く
な
り
、
そ
の
要

望
を
受
け
、
前
回
の
9
月

議
会
で
質
問
し
、
全
普
通

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

求
め
ま
し
た
。
国
は
国
民

の
声
に
応
え
る
べ
く
、
国

民
の
生
命
を
守
る
た
め
緊

急
対
応
と
し
て
空
調
設
備

更
新
の
補
助
金
を
拡
充
し
、

エ
ア
コ
ン
設
置
の
前
倒
し

を
地
方
自
治
体
に
促
進
し

た
。
今
回
、
当
町
は
補
正

予
算
を
計
上
さ
れ
、
感
謝

す
る
。
当
町
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
進
捗
状
況
は
。
 

　

学
校
教
育
課
長
 

　
今
議
会
に
て
補
正
予
算
 

成
立
後
、
現
在
、
小
学
1

・
2
年
生
及
び
中
学
3
年

生
の
普
通
教
室
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
実
施
設
計
業

務
委
託
契
約
を
直
ち
に
全

普
通
教
室
と
特
別
支
援
教

室
を
対
象
に
変
更
し
、
実

施
設
計
を
進
め
ま
す
。
 

問
　
播
但
道
福
崎
南
ラ
ン

プ
交
差
点
は
自
動
車
の
交

通
量
が
多
く
、
渋
滞
が
慢

性
化
し
て
お
り
、
ま
た
東

中
の
通
学
路
で
も
あ
る
。

交
差
点
改
良
は
ど
う
図
る

の
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
北
側
歩
道
の
境
界
ブ
ロ

ッ
ク
を
約
1
ｍ
北
へ
移
動

し
、
道
路
車
線
の
有
効
幅

員
を
1
ｍ
拡
幅
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
右
折
待
ち
車

両
が
あ
っ
て
も
普
通
車
な
 

ら
追
い
抜
け
、
渋
滞
が
緩

和
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
 

問
　
南
大
貫
の
交
差
点
は

交
通
量
が
多
く
、
過
去
に

重
大
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
今
回
、
交
差
点
改
良

で
ど
う
な
る
の
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
信
号
の
設
置
要
望
を
行

う
中
、
公
安
委
員
会
か
ら

「
5
差
路
の
交
差
点
採
択

は
難
し
い
」
と
の
指
摘
を

受
け
、
条
件
を
整
備
し
、

引
き
続
き
信
号
設
置
を
要

望
し
ま
す
。
 

問
　
　
川
歩
道
橋
は
田
原

小
学
校
の
通
学
路
だ
が
、
 

か
な
り
老
朽
化
し
て
お
り
、

ま
た
、
高
さ
が
低
く
秋
祭

り
の
屋
台
運
行
の
支
障
と

な
っ
て
い
る
。
安
全
性
を

点
検
す
べ
き
で
は
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
現
在
、
福
崎
町
道
路
橋

定
期
点
検
を
実
施
し
て
お

り
、
橋
梁
点
検
の
結
果
を

受
け
、
必
要
な
修
繕
予
算

を
要
求
し
ま
す
。
 

  問
　
月
見
橋
は
、
市
川
町

南
部
か
ら
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
方

面
へ
向
か
う
と
き
や
、
山

崎
地
区
等
の
方
々
が
　
川

方
面
へ
来
ら
れ
る
時
に
自

動
車
や
自
転
車
で
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
幅
員
が
狭

く
自
動
車
1
台
の
通
行
が

や
っ
と
の
状
態
で
あ
る
。

橋
に
横
付
け
す
る
形
で
、

自
転
車
・
歩
行
者
の
通
行

路
の
増
築
を
求
め
る
が
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
平
成
24
〜
26
年
度
に
実

施
し
た
長
野
橋
橋
側
歩
道

橋
は
8
6
0
0
万
円
を
要

し
ま
し
た
。
月
見
橋
は
橋

長
が
倍
以
上
で
橋
脚
も
大

き
く
、
2
億
円
を
超
え
る

工
事
費
が
必
要
と
な
り
、

財
政
的
に
実
現
は
困
難
で

す
。
橋
梁
の
長
寿
命
化
を

図
り
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
を
引
き
続
き
検

討
し
ま
す
。
 

全小・中学校普通教室の 
エアコン設置のスケジュールは 

　直ちに全普通教室対象に実施設計を進めます 

南
ラ
ン
プ
交
差
点

南
ラ
ン
プ
交
差
点 

の
改
良
を

の
改
良
を 

南
ラ
ン
プ
交
差
点 

の
改
良
を 

南
大
貫
の
交
差
点
に

南
大
貫
の
交
差
点
に 

信
号
設
置
を

信
号
設
置
を 

南
大
貫
の
交
差
点
に 

信
号
設
置
を 

　
川
歩
道
橋

　
川
歩
道
橋 

　
川
歩
道
橋 

月
見
橋

月
見
橋 

月
見
橋 

牛 尾 雅 一  

改良が進む南大貫の交差点 

老朽化が進む 川歩道橋 

朝・夕渋滞が慢性化している 
播但道南ランプ 



16

一般質問  
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問
　
福
崎
町
防
災
マ
ッ
プ

は
い
つ
製
作
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
当
時
の
基
準

と
今
の
基
準
は
変
わ
っ
て

い
な
い
の
か
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
平
成
26
年
に
策
定
し
ま

し
た
。
水
防
法
の
改
正
が

あ
り
、
河
川
の
浸
水
想
定

区
域
が
「
河
川
整
備
の
目

標
と
す
る
降
雨
」か
ら「
想

定
し
得
る
最
大
規
模
の
降

雨
」
を
前
提
と
し
た
区
域

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
地
域

は
6
月
29
日
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
避
難
所
と
し
て

い
る
公
民
館
な
ど
は
災
害

対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
避
難
所
の
定
義
が
明
確

化
さ
れ
た
た
め
、
指
定
の

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。
 

   問
　
県
道
中
寺
北
条
線
は
、

加
西
市
で
は
道
路
が
拡
幅

さ
れ
、
通
学
路
で
あ
る
た

め
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
も
し

て
あ
る
。
区
長
会
か
ら
、

ま
た
、
行
政
懇
談
会
等
で

も
要
望
が
上
が
っ
て
い
る

は
ず
だ
が
、
何
か
改
善
策

は
な
い
の
か
。
 

 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
区
長
会
や
行
政
懇
談
会

で
も
拡
幅
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
西
ヶ
首
池

南
の
あ
た
り
の
路
肩
の
改

良
、
草
が
伸
び
て
見
通
し

が
悪
く
な
っ
て
い
る
所
に

防
草
シ
ー
ト
の
設
置
、
里

山
防
災
林
事
業
を
活
用
し

宮
ノ
池
の
南
側
山
林
の
カ

ー
ブ
部
分
の
見
通
し
を
よ

く
す
る
た
め
、
竹
林
の
伐

採
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

効
果
を
確
認
し
な
が
ら
、

可
能
な
対
応
を
し
て
も
ら

い
、
拡
幅
工
事
等
は
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
 

   問
　
福
崎
町
消
防
団
出
動

計
画
で
は
、
水
防
指
令
第

2
号
、
水
防
指
令
第
3
号

で
し
か
出
動
手
当
は
支
給

さ
れ
な
い
が
、
水
防
指
令

第
1
号
で
も
自
主
出
動
し

て
警
戒
に
あ
た
っ
て
く
れ

て
い
る
分
団
も
あ
る
。
出

動
手
当
、
ま
た
は
、
何
ら

か
の
形
で
補
助
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
 

 　

町
長
 

　
普
通
交
付
税
の
中
に
消

防
費
が
あ
り
、
そ
の
中
で

常
備
消
防
と
非
常
備
消
防

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
非
常
備
消
防
費
を
元
に

出
動
手
当
等
を
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

消
防
団
本
部
、
ま
た
Ｏ
Ｂ

の
方
々
が
協
議
を
重
ね
ら

れ
、
現
在
の
福
崎
町
消
防

団
出
動
計
画
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
福
崎
町
は
小
さ

い
で
す
け
れ
ど
も
、
自
然

災
害
等
、
危
険
な
場
所
は

多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
各
地

区
、
地
形
等
が
違
い
ま
す

の
で
、
出
動
範
囲
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
は
違
っ
て

き
ま
す
。
消
防
団
本
部
、

消
防
Ｏ
Ｂ
の
判
断
を
仰
ぎ

な
が
ら
決
定
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

   問
　
八
千
種
小
学
校
学
習

発
表
会
（
き
ら
き
ら
発
表

会
）
で
、「
町
の
幸
福
論
〜

福
崎
町
の
未
来
を
思
い
描

い
て
〜
」
を
課
題
に
発
表

さ
れ
て
い
た
が
、
町
長
の

未
来
図
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
 

 　

町
長
 

　
10
年
後
の
基
本
は
第
5

次
総
合
計
画
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
着
実
に
邁
進
す
る

こ
と
が
私
の
使
命
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
で
き
ま
し

た
ら
子
ど
も
た
ち
と
話
し

合
う
機
会
が
あ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
し
、
子
ど

も
た
ち
に
も
福
崎
町
の
文

化
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
度
作
成
予
定
の
 

福
崎
町
防
災
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
は
 

　
わ
か
り
や
す
く
改
訂
し
　
平
成
31
年
度
中
に
行
い
た
い
 

城 谷 英 之  

中
寺
北
条
線

中
寺
北
条
線 

中
寺
北
条
線 

出
動
手
当

出
動
手
当 

出
動
手
当 

福
崎
町
の
未
来

福
崎
町
の
未
来 

福
崎
町
の
未
来 

拡幅が望まれる県道中寺北条線 
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石 野 光 市  

問
　
前
回
の
質
問
で
、
ラ

ン
ド
セ
ル
、
通
学
カ
バ
ン

の
重
量
の
軽
減
対
策
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
保
護
者
、

祖
父
母
の
皆
様
か
ら
も
効

果
的
な
対
策
を
早
く
実
施

し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
 

　
学
校
ご
と
の
具
体
的
な

対
策
は
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
小
学
校
で
は
、
辞
典
、
 

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
絵
の

具
、
習
字
、
裁
縫
セ
ッ
ト
、

リ
コ
ー
ダ
ー
、
地
図
帳
、

社
会
科
資
料
集
、
家
庭
科

・
音
楽
の
教
科
書
な
ど
は

学
校
に
置
い
て
帰
っ
て
も

よ
い
と
し
て
い
ま
す
。
細

か
く
は
各
学
年
で
相
談
し

て
い
ま
す
。
道
具
類
は
各

教
室
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
 

　
中
学
校
で
は
、
資
料
集

や
フ
ァ
イ
ル
、
辞
書
な
ど
、

置
い
て
帰
っ
て
も
よ
い
教

材
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

教
員
の
議
論
や
研
究
の
中

で
、
置
き
勉
を
前
向
き
に

考
え
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
は
広
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
学
力
向
上
、

学
力
保
証
と
い
う
面
も
あ

り
、
慎
重
な
取
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

   問
　
町
内
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
歩
道
を
自
転
車
が
走

行
で
き
る
自
歩
道
と
し
て

い
る
。
免
許
返
納
後
、
自

身
で
外
出
す
る
際
、
自
転

車
に
乗
っ
た
り
、
荷
物
を

載
せ
て
歩
か
れ
た
り
す
る

例
も
あ
る
が
、
他
の
歩
行

者
と
の
す
れ
違
い
な
ど
に

幅
員
が
十
分
で
な
い
箇
所

が
あ
る
。
 

　
と
り
わ
け
、
小
・
中
学

生
の
通
学
路
と
も
な
っ
て

い
る
中
道
線
の
中
国
道
以

南
に
つ
い
て
、
転
落
防
止

柵
の
あ
る
所
も
含
め
、
側

溝
へ
の
蓋
掛
け
で
改
善
で

き
る
箇
所
も
あ
る
が
、
対

策
は
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
中
道
線
の
中
国
道
よ
り

南
は
、
店
舗
や
駐
車
場
の

入
口
以
外
で
は
転
落
防
止

柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
、

開
渠
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
現

況
の
ま
ま
蓋
掛
け
で
き
る

所
は
少
な
く
、
水
路
を
や

り
か
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
 

　
開
発
時
に
は
事
業
者
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
調
査
を
い

た
し
ま
す
。
 

    問
　
秋
、
冬
は
早
く
か
ら

暗
く
な
り
、
自
動
車
等
の

早
め
点
灯
が
い
わ
れ
て
い

る
。
横
断
歩
道
の
あ
る
交

差
点
で
は
横
断
中
の
歩
行

者
を
遠
く
か
ら
視
認
し
や

す
い
よ
う
な
道
路
照
明
が

の
ぞ
ま
れ
る
。
未
整
備
箇

所
の
早
期
改
善
を
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
道
路
照
明
は
町
内
に
約

2
0
0
か
所
あ
り
ま
す
。
 

平
成
29
年
度
か
ら
年
間
5

か
所
程
度
を
L
E
D
化
し

て
い
ま
す
が
、
1
か
所
に

30
〜
40
万
円
必
要
で
す
。

国
交
省
の
基
準
で
は
、
歩

道
で
5
ル
ク
ス
、
交
差
点

で
10
ル
ク
ス
程
度
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
優
先
順
位

を
つ
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

   問
　
主
要
地
方
道
の
県
道

三
木
宍
粟
線
で
も
横
断
歩

道
が
あ
っ
て
道
路
照
明
が

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
福
崎
町
に
は
1
4
3
か

所
（
交
差
点
は
1
か
所
と

す
る
）
の
横
断
歩
道
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
75
か
所
が

国
・
県
道
で
す
。
県
に
整

備
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
 

小・中学校のランドセル 
通学カバンの重量の軽減策は 

　具体的に置いて帰っていいものを定めています 

歩
道
の
拡
幅
へ

歩
道
の
拡
幅
へ 

歩
道
の
拡
幅
へ 

交
通
安
全
、

交
通
安
全
、 

防
犯
対
策
の
推
進

防
犯
対
策
の
推
進 

交
通
安
全
、 

防
犯
対
策
の
推
進 

幹
線
道
路
は
早
く

幹
線
道
路
は
早
く 

幹
線
道
路
は
早
く 

拡幅が待たれる歩道 

ふ
た
 ふ

た
 

か
い
き
ょ
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問
　
県
道
田
口
福
田
線
の

駅
前
交
差
点
は
、
踏
切
側

か
ら
見
る
と
大
き
く
カ
ー

ブ
と
な
っ
て
い
る
。
左
右

の
確
認
が
大
変
な
う
え
、

以
前
に
比
べ
車
の
速
度
が

速
く
な
っ
て
い
る
。
重
大

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
、
早
急
に
信
号

機
の
設
置
が
必
要
。
公
安

委
員
会
へ
要
望
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
協
議
は
。
 

 　

住
民
生
活
課
長
 

　
2
0
1
8
年
8
月
に
新

規
の
信
号
要
望
と
し
て
福

崎
警
察
署
へ
行
っ
て
お
り
、

11
月
に
も
再
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。
12
月
5
日
に

は
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、

信
号
機
の
設
置
条
件
で
あ

る
、
ピ
ー
ク
時
の
1
時
間

当
た
り
の
交
通
量
3
0
0

台
を
超
え
る
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
県
警
本
部
か

ら
現
地
確
認
に
来
ら
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
信
号

設
置
に
向
け
て
、
警
察
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

   問
　
兵
庫
県
内
で
唯
一
人

口
が
増
え
る
町
と
し
て
新

聞
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
 

市
街
化
調
整
区
域
で
は
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、

空
き
家
も
目
立
っ
て
い
る
。

2
0
4
5
年
に
95
・
3
％

の
人
口
を
残
せ
る
よ
う
市

街
化
調
整
区
域
の
規
制
緩

和
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
市
街
化
調
整
区
域
の
人

口
維
持
施
策
と
し
て
、
県

の
特
別
指
定
区
域
制
度
の

活
用
と
空
き
家
施
策
を
中

心
に
進
め
て
い
ま
す
。
地

縁
者
区
域
の
拡
大
の
ほ
か
、

人
口
減
少
が
見
ら
れ
る
6

集
落
（
加
治
谷
、
庄
、
福
 

田
、
桜
、
西
治
、
南
大
貫
）
 

を
新
た
に
新
規
居
住
者
区

域
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
9
0
戸
の
空
き

家
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、
誰
か
に
貸
し
た

い
方
13
名
、
売
り
た
い
方

32
名
、
う
ち
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
い
、
ま
た

は
興
味
の
あ
る
方
は
30
名

で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
方
は
4
件
で
、
実
績
は

合
計
10
件
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
空
き
家
所
有
者
か

ら
の
相
談
に
丁
寧
に
対
応

し
、
空
き
家
の
利
活
用
に

つ
な
が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
す
。
 

   問
　
先
の
臨
時
国
会
で
改

正
水
道
法
が
可
決
さ
れ
成

立
し
た
。
法
律
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
で
県
の
関
与
が

よ
り
一
層
強
く
な
り
、
町

が
思
っ
て
い
な
い
方
向
へ

導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
。
広
域
化
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。
 

 　

上
下
水
道
事
業
管
理
者
 

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ

り
県
の
関
与
の
度
合
い
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
見

通
せ
ま
せ
ん
が
、
水
道
基

盤
強
化
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
町
等
の
同
意
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
と

し
ま
し
て
は
、
経
営
統
合

は
念
頭
に
な
く
、
あ
く
ま

で
単
独
で
経
営
を
続
け
て

い
く
と
い
う
考
え
で
広
域

化
の
議
論
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
経

営
面
で
合
理
化
に
資
す
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
取
り
組
み
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北 山 孝 彦  

駅
前
交
差
点
に
信
号
機
設
置
を
 

　
交
通
量
調
査
を
実
施
 
今
後
も
警
察
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
 

人
口
維
持
対
策

人
口
維
持
対
策 

人
口
維
持
対
策 

水
道
法
の
改
正

水
道
法
の
改
正 

水
道
法
の
改
正 
駅前交差点 
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小 林 　 博  

19 ふくさき議会だより　第149号 

一般質問  

問
　
西
治
と
矢
口
で
の
太

陽
光
発
電
所
建
設
問
題
の

前
回
質
問
そ
の
後
の
経
過

は
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
西
治
は
業
者
を
呼
び
指

導
し
ま
し
た
。
遅
く
と
も

来
春
ま
で
に
完
全
に
水
路

整
備
を
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
矢
口
で
の
大
規
模
計

画
は
神
谷
・
長
野
区
と
協

議
中
と
聞
い
て
い
ま
す
。

県
に
は
ま
だ
林
地
開
発
等

の
許
可
申
請
は
出
て
い
ま

せ
ん
。
 

問
　
業
者
が
地
元
協
議
を

進
め
る
の
に
県
と
の
協
議

な
し
と
は
考
え
に
く
い
。

予
定
地
は
土
砂
流
出
の
心

配
が
あ
る
。
県
条
例
で
は
、

地
域
環
境
と
の
調
和
を
図

る
た
め
市
町
が
必
要
な
調

整
を
行
う
と
し
て
い
る
。

町
の
責
任
あ
る
対
応
を
求

め
る
。
ま
た
、
資
料
は
公

開
で
進
め
て
ほ
し
い
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
宅
造
規
制
区
域
で
あ
り
、

景
観
規
制
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
資
料
は

公
開
で
す
。
 

　

町
長
 

　
地
元
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
町
レ
ベ
ル
で
は
厳

し
い
姿
勢
で
対
応
し
ま
す
。
 

  問
　
住
宅
建
設
で
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
等
が
さ
れ
、
道
路

用
地
に
寄
付
す
る
意
思
が

あ
る
場
合
の
測
量
・
分
筆

を
町
負
担
と
す
る
、
開
発

時
の
道
路
整
備
に
は
道
路

機
能
を
持
た
せ
る
等
、
緊

急
車
両
の
通
行
を
は
じ
め
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
求
め
る
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
道
路
用
地
の
寄
付
は
ケ

ー
ス
に
よ
り
慎
重
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
開
発
は
県

・
町
の
条
例
や
規
則
に
沿

っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
 

　

町
長
 

　
具
体
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
規
則
化
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
 

  問
　
道
路
の
危
険
箇
所
対

策
へ
の
取
り
組
み
、
危
険

な
幹
線
道
路
付
近
の
生
活

道
路
は
歩
道
と
考
え
て
は

ど
う
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
予
算
の
限
界
が
あ
り
ま

す
が
、
現
場
に
合
わ
せ
た

対
処
を
し
て
い
ま
す
。
 

  問
　
道
路
整
備
は
要
望
が

多
い
が
、
着
手
の
順
序
や

条
件
は
。
 

　

町
長
 

　
区
長
会
や
議
員
要
望
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
、

直
接
現
地
を
確
認
し
、
財

源
も
含
め
て
調
整
し
て
い

ま
す
。
 

  問
　
認
定
こ
ど
も
園
や
学

童
保
育
の
職
員
確
保
に
対

し
、
福
崎
町
の
考
え
方
は
。
 

　

学
校
教
育
課
長
 

　
福
崎
町
は
早
く
か
ら
整

備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
別
な
対
策
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
国
基
準
の
緩
和

は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  問
　
5
・
6
年
生
の
学
級

定
員
を
減
ら
し
て
は
ど
う

か
。
 

　

教
育
長
 

　
関
係
者
と
協
力
し
、
要

望
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
 

  問
　
東
中
の
水
道
が
一
時

停
止
し
た
と
の
こ
と
。
学

校
の
施
設
管
理
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
給

食
の
異
物
混
入
が
絶
え
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
 

　

学
校
教
育
課
長
 

　
月
一
回
、
定
期
的
に
点

検
し
て
い
ま
す
。
老
朽
施

設
は
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
対
応
し
ま
す
。
給
食
へ

の
異
物
混
入
は
そ
れ
ぞ
れ

原
因
は
異
な
り
ま
す
が
、

基
本
の
徹
底
、
意
識
を
高

く
持
ち
続
け
る
よ
う
進
め

ま
す
。
 

  問
　
農
業
、
農
地
、
山
林

の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

集
落
の
存
続
に
も
関
わ
る

問
題
。
全
集
落
を
維
持
す

る
総
合
計
画
に
照
ら
し
た

施
策
は
。
 

　

農
林
振
興
課
長
 

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
、
組

合
設
立
、
担
い
手
へ
の
集

約
後
の
援
助
、
農
地
復
元

へ
の
補
助
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

道
路
の
危
険
箇
所
対
策

道
路
の
危
険
箇
所
対
策 

道
路
の
危
険
箇
所
対
策 

道
路
整
備

道
路
整
備 

道
路
整
備 

道
路
用
地
の
寄
付

道
路
用
地
の
寄
付 

道
路
用
地
の
寄
付 

保
育
教
諭
の
確
保

保
育
教
諭
の
確
保 

保
育
教
諭
の
確
保 

小
学
校
の
学
級
編
成

小
学
校
の
学
級
編
成 

小
学
校
の
学
級
編
成 

学
校
管
理

学
校
管
理 

学
校
管
理 

農
林
業
施
策

農
林
業
施
策 

農
林
業
施
策 

太陽光発電所計画に町の対応は 

　環境維持に取り組んでいく 
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（議席番号順） 

　
寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
号
で
は
長
池
の

白
鳥
を
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
福
崎
町

に
は
他
に
も
種
々
の
風
物
が

あ
り
、
皆
様
か
ら
写
真
の
提

供
な
ど
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
 

　
駅
周
辺
整
備
が
進
み
、
福

崎
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
駅

前
と
　
川
に
そ
れ
ぞ
れ
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
工
事

も
進
み
、
指
定
管
理
者
と
の

契
約
、
開
設
も
今
後
の
日
程

と
し
て
予
定
さ
れ
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

謹
ん
で
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
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光
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光
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委
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委
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岡
　
秀
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福崎町議会 で検索できます。 

　毎年11月初旬に国指定重要無形文化財「伊

勢大神楽」が柳田國男・松岡家記念館事

業として披露されています。 

　写真は昨年11月10日の柳田國男生家前

でのものです。 

　本紙が近く第150号を迎えることから町

内の小・中学生の皆様に本紙の題字「ふ

くさき」の募集をしましたところ、関係

者のご協力のもと、小学生453名、中学生

254名の方から応募作品が寄せられました。

編集委員一同大変うれしく、慎重に選考

させていただきます。 

　ご応募いただき誠にありがとうござい

ました。 

　いっそう多くの方に関心を持って読ん

でいただける議会広報をめざしますので

今後ともよろしくお願いいたします。 

次の定例会は3月4日開会予定 次の定例会は3月4日開会予定 

　白鳥が長池（南田原と八千種、姫路市に
またがる）に数年前から飛来しています。 
　首が長い形からオオハクチョウと思われ
ます。幼鳥期は全体が灰白色。雌雄が子育
てし、ヒナが成長すると家族群をつくり、
越冬地の群れの中で家族が挨拶を交わす姿
がみられます。 


